
隊員ひとこと：秋を感じる、気持ち良い気温の季節になりました！（宮内）
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　林業で扱う針葉樹といえばスギとヒノキですが、最
近は技術の進歩で利用用途が拡がってきたカラマツも
人気があり、ヒノキと同じくらい素材生産されていま
す。再造林の樹種もカラマツを植える機会が増えてい
ます。そんなカラマツを種から育ててみようと思い、
カラマツぼっくりの採集に行きました。
　しかし、一足遅かったです。
残暑が続いていたので、まだ
夏であるかのような気でいま
したが、カラマツぼっくりは
既に種が抜けていました。
　次の機会は１年後です。自
然相手の仕事は時期を逃すと
年単位で時間が無駄になって
しまうのでうっかりできませ
ん。（後藤）

　1年間かけて草刈りなどの手入れをしてきた柚子の
木から、みずみずしく爽やかな香りが特徴の青柚子を
収穫しました。その香りを逃すまいと、エッセンシャ
ルオイルにしました。熟した黄色柚子とは異なり、果
皮が固く苦労しましたが、青柚子の持つみずみずしい
香りを凝縮することができました。青柚子の収穫時期

このエッセンシャルオイルは数量限定となり
ます。ぜひ、青柚子ならではの爽やかな香り
をお楽しみください。もちろん、ご好評いた
だいている黄色柚子のエッセンシャルオイル
も引き続き製造いたします。どちらもオンラ
インショップまたは直売所にて取り扱う予定
です。（伊藤）

は10月上
旬までと
限られて
いるため、
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　新しく編集担当となりました高野です。
10月に入っても真夏日を記録するなど、
秋はどこへやら。秋が短くなってしまっ
たと感じるのは私だけでしょうか。芸術
の秋、スポーツの秋、食欲の秋、この短
い秋を全力で楽しまないと。（高野）
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みどモス

毎年恒例、関東菊花大会がながめ公園で開催されます。大菊三本立ての盆養菊（ぼんようぎ
く）や盆栽菊（ぼんさいぎく）、懸がい菊（けんがいぎく）、大作りなど約1,000鉢が展示
され菊の香りを漂わせます。また、本大会シンボルでもある五重塔、みどモスの菊づくりと
いった作品も色鮮やかに彩ります。
菊花大会開催期間中には、「菊華寄席」や「みどり市観光物産まつり」なども開催します。
（※天候等によってはイベント内容が変更となる可能性があります。）

開催期間　2024年11月1日（金曜日）から2024年12月1日（日曜日）まで

クイズクイズ

①から④の文字を組み合わせて単語をつ
くりなさい（ヒントはこのページ）

・首都がコロンボの国の名
　　①○○○○　５文字
・毛髪乾燥器の別名
　　○○②○○○－　７文字
・人体の約60％はこれでできている
　　③○　２文字
・豆を発芽させた食べ物
　　④○○　３文字

開催時間　午前9時から午後4時まで
　　　　　※最終入場は午後３時30分まで
開催場所　ながめ公園

入園料
＜一般＞　　　個人：400円、団体：350円
＜小・中学生＞個人：200円、団体：150円
＜小学生未満＞無料
 ※団体は20人以上

※11月25日（月曜日）～12月1日（日曜日）
  は入園無料

　詳細は　
関東菊花大会実行委員会（みどり市観光課内）
電話：0277-76-1270


